
所 在 地：

建物用途：
敷地面積：
建築面積：
延床面積：
構造規模：

京都市下京区
四条通西洞院東入郭巨山町
町会所
 58.42㎡
  58.06㎡
119.02㎡
木造+鉄骨造 地上3階

施 　 工： 竹田工務店

設計監理： 建築／魚谷繁礼建築研究所
構造／柳室純構造設計

京都 祇園祭 山鉾巡行の舞台である四条通に面した郭巨山会所
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郭巨山の会所は元治元(1864)年の焼失の後に再建されるも、明治40(1907)年の四条通の拡幅により敷地の一部が削られ、
祭時の会所飾りでは懸想品が折り重なるなど不便な状態が100年程続いていた。

会所建築

現行の建築基準法では、スペース確保のための既存建築への増築は困難なため、建て替えの検討もされた。
しかし、多くの会所建築が建て替えられたなかで、
会所建築特有の形式を保持する数少ない遺構である郭巨山会所を後世に継承すべく、
まだない増築部分も含めて保存建築物の指定を受け、増築改修にあたっては建築基準法適用除外として、
法同等以上の地震と火災に対する安全性を確保する計画を建築審査会で認められる形で実現された。

既存不適格建築物への増築

母屋の屋根と土蔵の屋根を繋ぐように大屋根を架けるかたちで増築した。
母屋と蔵と増築部のそれぞれの形状が認識できつつ全体としてのまとまりがあるようなボリュームとした。
ビルに囲まれて風前の灯火のような印象が、
増築により時間を超えてあり続けるような安定性を感じる印象になることを目指した。

外　観

また新たに架けられた大屋根の下、母屋と土蔵の外観を内観そのままに現した増築だからこそ可能な空間の創出を図った。
特に会所建築特有の意匠が残る母屋2階の格天井や欄間、長押はそのまま残している。

内　観

母屋は会所飾り等の都合、梁間方向に壁量をとるのが難しいため、
既存の木の軸組みに新たに鉄の軸組みを一体的に付加させることで現行基準同等以上の耐震性を確保している。
土蔵は既に十分な耐震性能を有していたため、構造上、増築部とは切り離している。

構　造

増築部の土壁は郭巨山保存会※のメンバー自身の手により塗られた。
また、保存会メンバーをはじめ国内外の多くの方の寄付が工事費に充てられた。
旦那衆によりつくられた既存建築が、
保存会をはじめとする国内外の多くの方の手により新たに今後100年、200年と継承されていくことを期待する。
※ 「公益財団法人 郭巨山保存会」

旦那衆の祭礼からみんなの祭礼へ

京都の祇園祭で巡行する山鉾の1つである郭巨山の会所の増築プロジェクト。

郭巨山会所

改修前

改修後

屋屋根

屋屋根

屋屋根（屋内化部）
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土蔵1（ ）

土蔵2（ ）

スペース（土間）

2

▽基準GL

▽1FLの2

▽2FLの1

▽既存軒高

▽梁天端

▽既存棟木天端

△既存床梁天端

（GL＋6600）

（GL＋7068.4）

▽梁天端

（GL＋8201.3）

▽S梁天端

（GL＋8760）

▽最高高さ

屋根跳ね出し

▽S梁天端

（GL＋7765）

▽S梁天端

（GL＋8760）

▽最高高さ

▽S梁天端

（GL＋7172.5）

▽梁天端

（GL＋6565）

▽蔵棟木天端

▽蔵軒高

▽蔵2FL

▽蔵1FL

▽基準GL

棟換気：S型換気棟

増築部屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 ｱ0.35 横段葺
  ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
  耐水合板 ｱ12
  垂木 米松45×90又は120@455

※X6以北垂木 45×120

主屋屋根（外部）：新規瓦葺
  ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
  耐水合板 ｱ12
　既存野地板
　既存垂木

　鉄骨ﾌﾚｰﾑ施工後、復旧とする。
※この間、既存野地板＋垂木を一旦撤去ﾉ上、※X2’以南垂木、化粧垂木とする。

　垂木間、断熱材（ｽﾀｲﾛｴｰｽ40厚）
　嵌め込み。

※垂木転ﾋﾞ止ﾒ

天井：ﾗﾜﾝ合板 ｱ5.5貼 着色ｵｲﾙ塗装（垂木間）

      ※化粧垂木ｱﾗﾜｼ

天井：ﾗﾜﾝ合板 ｱ5.5貼 着色ｵｲﾙ塗装
※天井裏､断熱材（ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24kg100厚敷込）

蔵屋根：既存瓦葺
        既存下地
        既存板庇

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ ｱ180（210）（ﾀﾃ・ﾖｺD13@200ｼﾝｸﾞﾙ）
捨てｺﾝｸﾘｰﾄ ｱ50
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ ｱ0.15

砕石 ｱ100

床：構造用合板 ｱ28 着色ｵｲﾙ塗装

天井：ﾗﾜﾝ合板 ｱ5.5貼 着色ｵｲﾙ塗装

天井：ﾗﾜﾝ合板 ｱ5.5貼 着色ｵｲﾙ塗装
      ※木床梁下端・S梁ｱﾗﾜｼ

      ※木床梁下端・S梁ｱﾗﾜｼ

天井：ﾗﾜﾝ合板 ｱ5.5貼 着色ｵｲﾙ塗装
      ※木床梁下端・S梁ｱﾗﾜｼ

置階段:ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ貼 ｱ15

既存蔵庇

既存蔵庇

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｱ15 床着色ｵｲﾙ塗装
    構造用合板 ｱ28

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｱ15 床着色ｵｲﾙ塗装
    構造用合板 ｱ28

既存欄間残し

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｱ15 床着色ｵｲﾙ塗装
    構造用合板 ｱ24
    大引 檜90×90@910
    ※大引間､断熱材（ｽﾀｲﾛｴｰｽ ｱ60）嵌込

壁：既存土壁　補修・美装

天井：既存天井　補修・美装

鉄骨梁ｱﾗﾜｼ みつろう塗

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｱ15 床着色ｵｲﾙ塗装
    構造用合板 ｱ2４
　　不陸調整材

壁：既存土壁　補修・美装

天井：既存天井　補修・美装

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ押エ仕上

壁：ﾗﾜﾝ合板貼 ｱ9 着色ｵｲﾙ塗装

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ押エ仕上

天井：既存床梁ｱﾗﾜｼ　補修・美装

壁：既存土壁　補修・美装

床：既存床板　補修・美装

天井：既存床梁ｱﾗﾜｼ　補修・美装

壁：既存壁　補修・美装

床：既存床板　補修・美装

天井：既存床梁ｱﾗﾜｼ　補修・美装

壁：既存土壁　補修・美装

床：既存床板　補修・美装

天井：既存床梁ｱﾗﾜｼ　補修・美装

壁：既存壁　補修・美装

床：既存床板　補修・美装

主屋屋根（屋内化部）：既存瓦葺

　　　　　既存下地

ｹﾐｶﾙ・ｱﾝｶｰD13@400

既存延石

床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上
    既存土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

壁：土壁中塗仕上 ｱ7
　　荒壁ﾊﾟﾈﾙ ｱ22

下屋１：既存銅板葺

軒天1：既存板庇ｱﾗﾜｼ 美装

軒天1：既存板ｱﾗﾜｼ 美装

外壁c：既存土壁又は漆喰塗（真壁）

軒天1（主屋）：既存化粧垂木・化粧野地板ｱﾗﾜｼ

軒天3：既存漆喰塗 ※必要箇所補修・美装

電気引込線転ﾊﾞｼ仕上

壁：土壁中塗仕上 ｱ7
　　荒壁ﾊﾟﾈﾙ ｱ22

床：既存石段

    根太 90×45＠455 ※平使い

    構造用合板 ｱ12

OPEN
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四条通のビル群の合間に佇む郭巨山会所

左手が郭巨山会所(大正後期の写真) 市電敷設にともなう四条通の拡幅

日常の郭巨山会所

京都市の三大祭の一つである祇園祭は装飾を凝らした鉾や山
が市中を巡行する行事で知られている。鉾、または山をだす町
内を山鉾町と呼び、各町毎に祭り行事のための組織が作られ、
様々な準備、行事運営のための専用施設である会所が設定さ
れている。
現在、山鉾町の会所の殆どは建替え等によりマンションや
ビルの一部を会所としている。「郭巨山会所」は、今もなお
伝統的な形式を継承している数少ない会所建築の1つである。

祇園祭の山鉾町会所建築

郭巨山会所は元治元年（1864）に焼失し、その後再建されるも、
明治40年（1907）の四条通の市電敷設による四条通南側の土地
提供により、表の間・中の間が削られることとなった。
狭い間取りとなったことで、祭礼時の会所飾りは懸想品が折り
重なり、不便な状態が100年程続いていた。スペース確保のため
に既存建物の建替も検討されたが、伝統会な形式を継承する
既存建築の有意性を再認識し、100-200年先を見据えつつ既存
建築に増築を施すこととした。

郭巨山会所



母屋の屋根と土蔵の屋根をつなぐように増築

ボリューム検討

増築部のボリュームについては、既存部と増築部
の区別がつくと同時に、全体としてのまとまりも
あるようにした。
郭巨山会所が建つ東側の通りは膏薬辻子といい、
京都の都心部にありながら辻子(通り抜け細街路)
の両側に京町家が建ち並ぶ風情ある町並みが残っ
ている通りである。会所はこの辻子の入り口に位置
しており、歴史的な景観に配慮し既存母屋と既存
土蔵の間にあった塀もそのまま残している。

（増築により建築基準法上は二項道路からの道路
後退が必要となるが、建築基準法の適用除外によ
り後退していない。）

「改修前」　右側が既存母屋、左側が既存土蔵

初期案 最終案



▽既存梁天端

70
5

▽新規梁天端

既存塀

OPEN

▽鉄骨梁天端

23
5

▽鉄骨梁天端

54
8

▽2FL

OPEN

350 800

壁：
土壁中塗仕上 t=7
荒壁パネル  t=22

床：
スギ板張り t=15 着色塗装
構造用合板 t=28

床：
スギ板張り t=15 着色塗装
構造用合板 t=12
構造用合板 t=28
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G.PL-6×150×150
高力ボルト 1-M16
水平ガセットPLは鉄骨梁下フランジの上に溶接
鉛直B.PLは鉄骨柱のフランジ側面に溶接

120125

110125

15
24

15
23

接合PL-9×150×200

構造用ビス@150

ラグスクリューボルト
2-M12（L＝200）

既存床板 t=15
※一旦取り外し、復旧

スギ板張り t=15 着色塗装
構造用合板 t=24
不陸調整材

既存木柱鉄骨柱

既存木梁鉄骨梁

ダイアグラム

増築部鉄骨梁と木梁の接合部詳細

構造計画

本建物は、桁行方向は土壁(耐震要素)が十分にある
が、間口方向にほとんど土壁(耐震要素)が無い既存
母屋と、四周が厚い土壁(耐震要素)に囲まれる土蔵
の間に、大屋根を架け、棟間を増築するという全体
計画である。構造的に状況が大きく異なる３つの
ゾーンを、支障なくかつ最小限の手数で一体化する
ため、土蔵は構造的には縁を切り、残りの2つを一体
化する方針とした。基本的に既存部分は伝統軸組工
法の木造のまま保持し、梁間方向の耐震性のみを負
担する鉄骨造ラーメン架構の耐震フレームを設け
る。増築部分についても、梁間方向は同様の鉄骨フ
レームを設け、その他の部分(床・屋根及び桁行方向
の壁)は、在来軸組工法の木造としている。耐震フ
レームは既存木柱(120角)と同等寸法(H-125x125)
を採用し、材料ではなく断面寸法を揃えることを選
択した。

梁間方向に設ける耐震フレームが、桁行方向に水平
抵抗しない納まりとすることで、耐震要素に関して
方向別に木造と鉄骨造を使い分けている。また耐震
フレームは、有ヒンジラーメンとすることで中央に
のみピン接合が現れ、鉄骨造然とした継手が現れな
いようにし、伝統木造にも溶け込むように配慮して
いる。施工時には、間口が狭いことを活かし、ラーメ
ン架構の梁中央にのみボルト接合を設け各列2ピー
スの構成とすることで、現場での搬入と組み立ての
簡略化を図った。既存建物に対しては、後から挿入
された鉄骨フレームと木部を鋼製の接合部にて注
意深く接合し、新設部は鉄骨フレームを頼りに木架
構を組み立てていった。
このようにして、改修と新築の両方に対し同じ仕組
みを用いることで、両方に応用できる汎用性の高い
構造システムとなることを目指した。

増築部の建て方から屋根工事の様子

増築部の建て方の様子．土蔵と縁を切るため，増築部の屋根
は2段にした桔木により柱からもち出す．2階床部分では土蔵
の庇をよけるようにスキップフロアとなっている．

増築部
木造（在来軸組工法）

耐震フレーム
（鉄骨造ラーメン架構）

既存部
木造（伝統軸組工法）

2階の天井は保存の観点から解体範囲を最小限とする必要があ
ったため，E字型とした鉄骨フレー

既存部の建て方の様子．
　　　　　　　　　　　　　　　　ムを下方から設置した．

既存部鉄骨梁と木梁の接合部詳細

既存部屋根水平ﾌﾞﾚｰｽの接合部詳細

桁行方向梁間方向

土蔵



伝統的な町家が建ち並ぶ膏薬辻子(二項道路)に配慮した外観祭礼(会所飾り)時の仕様 :お飾りを観覧しながら土間を通り抜けることができる 祭礼(吉符入り)時の仕様：多くの人が着座できる



膏薬辻子への出入り口（新たに設えた木製引き戸は防火性能を有する）巡行前後、山の担ぎ手は板間に腰掛けて草履を脱ぎ履きする

土蔵の中から四条通の方をみる既存の土蔵はそのまま残している「改修前」  中庭と土蔵



木の柱と鉄の柱が林立する 祭礼(吉符入り)時の仕様

祭礼(会所飾り)時の仕様
鉄骨柱

鉄骨柱

鉄骨柱

木柱 ( 新設 )

木柱 ( 新設 )

鉄骨柱

鉄骨柱

木柱 ( 既存 )

木柱 ( 既存 )



既存の格天井、長押、二重菱の欄間を残している

「改修前」　既存母屋 2 階の状況 既存母屋の外観が現れる

内 観
1階2階ともに木の柱と鉄の柱が林立する。壁量の不足する
梁間方向の耐力を木の柱に負担させると、扁平かつ大きな
断面となる。町家に相応しい柱として、部分的に木という
材 料ではなく鉄による断面寸法を重視した。そして木の
軸組みを鉄で補強するのではなく、柱梁の箇所に応じて
木か鉄かを選択した。
建築基準法適用除外にあたり、課題となったのは既存意匠
を極力残すことである。母屋と土蔵の内部は、既存の状態を
なるべくそのまま残している。
増築部は、新しくつくられた空間であると同時に、既存の
母屋と土蔵の古い外壁に囲まれた空間でもある。



一段上がった床は鉄骨柱梁とそこから跳ね出した木梁とそれに吊られた鉄骨梁に支えられる既存土蔵の下屋庇を残すため、増築部 2 階床に段差を設けている



「改修後」
屋根を支える
跳ねだし木梁



ﾛﾌﾄ（収納）
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4.5

▽基準GL

▽1FLの2

▽2FLの1

▽既存軒高

▽梁天端

▽既存棟木天端

△既存床梁天端

（GL＋6600）

（GL＋7068.4）

▽梁天端

（GL＋8201.3）

▽S梁天端

（GL＋8760）

▽最高高さ

屋根跳ね出し

▽S梁天端

（GL＋7765）

▽S梁天端

（GL＋8760）

▽最高高さ

▽S梁天端

（GL＋7172.5）

▽梁天端

（GL＋6565）

▽蔵棟木天端

▽蔵軒高

▽蔵2FL

▽蔵1FL

▽基準GL

棟換気：S型換気棟

増築部屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 ｱ0.35 横段葺
  ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
  耐水合板 ｱ12
  垂木 米松45×90又は120@455

※X6以北垂木 45×120

主屋屋根（外部）：新規瓦葺
  ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
  耐水合板 ｱ12
　既存野地板
　既存垂木

　鉄骨ﾌﾚｰﾑ施工後、復旧とする。
※この間、既存野地板＋垂木を一旦撤去ﾉ上、※X2’以南垂木、化粧垂木とする。

　垂木間、断熱材（ｽﾀｲﾛｴｰｽ40厚）
　嵌め込み。

※垂木転ﾋﾞ止ﾒ

天井：ﾗﾜﾝ合板 ｱ5.5貼 着色ｵｲﾙ塗装（垂木間）

      ※化粧垂木ｱﾗﾜｼ

天井：ﾗﾜﾝ合板 ｱ5.5貼 着色ｵｲﾙ塗装
※天井裏､断熱材（ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24kg100厚敷込）

蔵屋根：既存瓦葺
        既存下地
        既存板庇

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ ｱ180（210）（ﾀﾃ・ﾖｺD13@200ｼﾝｸﾞﾙ）
捨てｺﾝｸﾘｰﾄ ｱ50
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ ｱ0.15

砕石 ｱ100

床：構造用合板 ｱ28 着色ｵｲﾙ塗装

天井：ﾗﾜﾝ合板 ｱ5.5貼 着色ｵｲﾙ塗装

天井：ﾗﾜﾝ合板 ｱ5.5貼 着色ｵｲﾙ塗装
      ※木床梁下端・S梁ｱﾗﾜｼ

      ※木床梁下端・S梁ｱﾗﾜｼ

天井：ﾗﾜﾝ合板 ｱ5.5貼 着色ｵｲﾙ塗装
      ※木床梁下端・S梁ｱﾗﾜｼ

置階段:ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ貼 ｱ15

既存蔵庇

既存蔵庇

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｱ15 床着色ｵｲﾙ塗装
    構造用合板 ｱ28

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｱ15 床着色ｵｲﾙ塗装
    構造用合板 ｱ28

既存欄間残し

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｱ15 床着色ｵｲﾙ塗装
    構造用合板 ｱ24
    大引 檜90×90@910
    ※大引間､断熱材（ｽﾀｲﾛｴｰｽ ｱ60）嵌込

壁：既存土壁　補修・美装

天井：既存天井　補修・美装

鉄骨梁ｱﾗﾜｼ みつろう塗

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｱ15 床着色ｵｲﾙ塗装
    構造用合板 ｱ2４
　　不陸調整材

壁：既存土壁　補修・美装

天井：既存天井　補修・美装

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ押エ仕上

壁：ﾗﾜﾝ合板貼 ｱ9 着色ｵｲﾙ塗装

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ押エ仕上

天井：既存床梁ｱﾗﾜｼ　補修・美装

壁：既存土壁　補修・美装

床：既存床板　補修・美装

天井：既存床梁ｱﾗﾜｼ　補修・美装

壁：既存壁　補修・美装

床：既存床板　補修・美装

天井：既存床梁ｱﾗﾜｼ　補修・美装

壁：既存土壁　補修・美装

床：既存床板　補修・美装

天井：既存床梁ｱﾗﾜｼ　補修・美装

壁：既存壁　補修・美装

床：既存床板　補修・美装

主屋屋根（屋内化部）：既存瓦葺

　　　　　既存下地

ｹﾐｶﾙ・ｱﾝｶｰD13@400

既存延石

床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上
    既存土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

壁：土壁中塗仕上 ｱ7
　　荒壁ﾊﾟﾈﾙ ｱ22

下屋１：既存銅板葺

軒天1：既存板庇ｱﾗﾜｼ 美装

軒天1：既存板ｱﾗﾜｼ 美装

外壁c：既存土壁又は漆喰塗（真壁）

軒天1（主屋）：既存化粧垂木・化粧野地板ｱﾗﾜｼ

軒天3：既存漆喰塗 ※必要箇所補修・美装

電気引込線転ﾊﾞｼ仕上

壁：土壁中塗仕上 ｱ7
　　荒壁ﾊﾟﾈﾙ ｱ22

床：既存石段

    根太 90×45＠455 ※平使い

    構造用合板 ｱ12

OPEN
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既存

既存 置

土蔵1（収納）
展示ｽﾍﾟｰｽ2（板間）

展示ｽﾍﾟｰｽ2（土間）

展示ｽﾍﾟｰｽ1（板間）

便所1 収納1

展示スペース１（取外可能床／土間）
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ﾛﾌﾄ（収納）

四条通

膏薬辻子 ( 二項道路 )

1階 既存平面図  S=1/150 1階 平面図  S=1/100

2階 平面図  S=1/100

3階 平面図  S=1/100

配置図  S=1/600

2階 既存平面図  S=1/150



祇園祭の期間の郭巨山会所ビルの間に取り残された会所が祇園祭の期間には中心的な舞台のひとつとなる


